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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
・5/11（水）14：30より田名部浩平様(23歳・統合失調症)デイケア見学予定。本人は就労を希望しており、青明舎への相談も行なっている。幸房・デイケアを見学してみたいとのことで当日は母様も同席する予定であり、ソーシャルワーク室からは泉が付き添いを行なう。

· 5/9～5/13千葉記念講堂にて17：30～18：30看護課課内研修が行なわれる。内容は「統合失調症について」である。これに伴う勤務変更が行なわれる為、参加出来るスタッフは早めに参加しておくこと。

· 5/10までに各自担当分の経過連絡表を作成し室長まで提出すること。

＜外来より＞

河村　哲久様～本日外来受診予定であったが来院されていない。

大下　良悦様～風邪をひいていると話されるが、薬については以前処方された風邪薬があるため大丈夫とのこと。前回の受診時に比べ表情に穏やかさがあり、「食事もきちんと摂れている」と話される。

森田　清助様～「今日は相談がある。現在障害年金2級を受けているが、生活が苦しい為生活保護を受けたいと考えている。」と話される。外来医からソーシャルワーカーへ相談する事を勧め本人様も納得されている。

清川　厚子様～5/6に訪問看護を利用したとの情報あり。スタッフと一緒に料理を作ったとのこと。

明日外来予定である。

＜デイケア利用者様事例検討＞

・鈴木　茂子様～

今現在定期的な通所が出来ていない。通所できない理由としては「グループホームに母が入所しているが寝たきりであるため、自分が毎日行って介護をしなければならない。」とのこと。しかしスタッフがパチンコ店での目撃情報があることや、具体的にどのような介護を行なっているのか伺うと、本人の主張は二転三転し、パチンコ店へ通っていると認めることもある。

　4/26（火）本人様外来受診時にデイケアスタッフと面談を行う。スタッフよりデイケアへの利用意志がないのであれば退所という方法もあることを伝えるが、本人様は一貫して利用を希望される。利用目的としては、生活習慣の確立、就労を目指しての取り組みとのこと。連休明けの5/6（金）から通所することをスタッフと約束する。またこれが三度目の通所の約束であること、通所できない場合は退所に繋がる事を説明し本人様も納得されている。

5/6（金）本人様よりデイケアへ電話連絡あり、「母の介護の為休む。」とのこと。

5/9（月）も電話連絡あり「母の介護の為しばらく休む。」と話される。スタッフより前回の約束が守られていないことを伝えると「母の介護だからしょうがない。デイケアを一時辞めようかと思っている。明日外来だから主治医と話してみる。」と強い口調で話される。

【スタッフの対応として】

· 明日本人との面談を行い、デイケアの利用意志の最終確認、日中の生活をどうしていくのかを話し合う。

· 青明舎、五福、ソーシャルワーク室、御家族様へ本人様に退所の意志があることを情報提供し、連携を密に取って行く。

・麦沢　守様～

不定期の通所であるが、4/12より「お金がない。」という理由で来所できていない。本人様は2月頃に「母親が自分の障害年金の手帳を担保にして100万円を借りた。」と話している。

通所予定日が不定期となっており、本人様も自宅への電話連絡を拒否されているので電話連絡は行なえていない。本人様はデイケアの利用目的としては就労へのステップを掲げている。また「運動不足のため体がなまってきている。」と話される事が多い。

【スタッフの対応として】

· 次回の外来日にデイケアスタッフと面談を行い、現在通所できていない理由、日中の生活状況を明らかにしていく。

· 本人様へ自宅への電話連絡についての確認を取り、長期間デイケアへ連絡が無い場合こちらから連絡を行なってもよいか伺っていく。また拒否の理由を伺い検討していく。

· デイケアで5/13より毎週金曜日の午前中に就労準備段階プログラムを行っていく事をつたえ、デイケアの利用目的をもう一度再確認し、興味を持って頂く。

· 運動不足と話されている為、今現在行なっているイケメン(筋肉トレーニング)への参加を勧めていく。

・川口　八寿子様～

5/9スタッフへ「1週間休みたい」と話される。理由を伺うと定期検診で卵巣腫瘤が見つかった。早く病院で診てもらいたいのだが、現在生理中であり受診できない。デイケアへ通っていても卵巣腫瘤が気になり、プログラムに集中できない」とのこと。本人様「祖母が卵巣に癌ができたので、私もできるのかな？」と不安を話されている。

またゴールデンウィーク中に妹様が実家に帰省し、交流を持たれていたが連休が終わり帰られたことによって本人様は少々不安定になっている。

ここ最近の通所状況は遅刻気味であり、理由としては「起きられない」と話されている。

【スタッフの対応】

· 本人の話を良く聞き、不安を受容する。

· デイケアへ通わずに、自宅で何を行なうのか伺う。その上で生活のリズムが崩れないように援助して行く。もし何もすることが無く生活のリズムが崩れるようであれば、デイケアの利用を勧めていく。




















































